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「
め
え
め
え
児
山
羊
」
の
作
詞
者

で
あ
る
藤
森
秀
夫(

詩
人
・
ド
イ
ツ

文
学
者
・
豊
科
出
身)

の
業
績
を
顕

彰
し
、「
子
ど
も
た
ち
に
よ
い
歌
を
」

と
い
う
願
い
を
込
め
て
開
催
し
て
き

た
童
謡
祭
り
も
、
本
年
度
で
45
回
目

を
迎
え
ま
す
。
歌
の
好
き
な
子
ど
も

た
ち
、
童
謡
唱
歌
や
合
唱
を
愛
好
し

て
い
る
皆
さ
ん
、「
こ
ど
も
の
日
」

に
集
い
、
懐
か
し
い
日
本
の
歌
や
名

歌
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

■
内
容　

○
第
27
回
作
詞
作
曲
コ
ン
ク
ー
ル

　

表
彰
・
最
優
秀
曲
、優
秀
曲
の
披
露

○
招
待
演
奏
会

第
１
部　

Ａ
Ｊ
Ｃ
あ
づ
み
の
ジ
ュ
ニ
ア

コ
ー
ラ
ス
に
よ
る
児
童
合
唱
、
安

曇
野
市
童
謡
唱
歌
を
歌
う
会
に
よ

る
懐
か
し
い
歌
、
豊
科
コ
ー
ラ
ス

団
体
に
よ
る
藤
森
秀
夫
の
作
品
披
露

第
2
部　

声
楽
家（
ソ
プ
ラ
ノ
）幅は
ば

谷や

恵
理
さ
ん
に
よ
る
童
話
で
た
ど
る

四
季

■
日
時　

5
月
5
日
（
祝
・
こ
ど
も

の
日
）
午
前
9
時
30
分
～ 

■
場
所　

豊
科
公
民
館
ホ
ー
ル

■
入
場
料　

無
料

■
主
催　

童
謡
祭
り
実
行
委
員
会

■
共
催　

安
曇
野
市
教
育
委
員
会

問
豊
科
公
民
館
（

�

72
・
２
１
５
８
、 

　

�

73
・
６
４
０
１
）

lifelong
learning news
No.30

生涯学習だより
安曇野市教育委員会

郷
土
の
詩
人
・
藤
森
秀
夫
を
顕
彰

童
謡
祭
り

５
月
25
日
（
日
）

◇
第
23
回
安
曇
野
早
春
賦
音
楽
祭
・

　

本
ス
テ
ー
ジ
◇

　

早
春
賦
の
故
郷
で
、
心
を
あ
わ
せ

て
演
奏
・
鑑
賞
し
ま
し
ょ
う
。

■
時
間　

午
後
１
時
30
分
～

■
場
所　

穂
高
会
館
講
堂

■
入
場
料　

前
売
り
５
０
０
円
（
小

　

中
高
生
無
料
）

■
内
容　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
・
早
春
賦

の
翼
に
の
っ
て「
安
曇
野
に
寄
せ

る
心
の
詩
」／
招
待
演
奏　

ほ
か

■
ゲ
ス
ト
ス
テ
ー
ジ　

渡
辺
し
お
り

（
ソ
プ
ラ
ノ
）「
早
春
賦
へ
の
贈

り
物
」・
マ
マ
ノ
リ
ア
「
心
に
ひ

び
く
サ
ウ
ン
ド
ｉ
ｎ
安
曇
野
」

■
主
催　

早
春
賦
音
楽
祭
実
行
委
員

会
・
早
春
賦
愛
唱
会（

�

82
・
７
２

９
０
）

問
穂
高
会
館
（

�

82
・
５
９
７
０ 

　

�82
・
３
９
９
０
）

春
の
特
別
展
「
音
に
恋
し
た
美
術

展
」
に
あ
わ
せ
、
コ
ン
サ
ー
ト
を
開

催
し
ま
す
。
市
在
住
の
手
仕
事
屋
き

ち
兵
衛
さ
ん
の
繊
細
で
透
明
感
の
あ

る
歌
声
と
、
独
特
な
言
葉
の
表
現
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

■
出
演　

手
仕
事
屋
き
ち
兵
衛

　
（
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
）

■
日
時　

5
月
11
日
（
日
）

開
演 

午
後
２
時
（
開
場 

午
後
１

時
30
分
）

■
観
覧
料　
（
入
館
料
込
み
）

　

一　

般　

１
、０
０
０
円

　

大
高
生　

７
０
０
円

　

小
中
生　

５
０
０
円

■
会
場　

豊
科
近
代
美
術
館　

多
目

　

的
ホ
ー
ル

問
豊
科
近
代
美
術
館
（

�

73
・
５
６

　

３
８ 

�

73
・
６
３
２
０
）

　

田
淵
行
男
が
研
究
し
た
雪
形
と
山

野
草
を
中
心
と
し
た
自
然
観
察
講
座

「
雪
形
探
訪
」
を
開
催
し
ま
す
。
16

回
目
と
な
る
今
回
は
、白
馬
岳
の「
代

掻
き
馬
」、鹿
島
槍
ヶ
岳
の
「
鶴
」「
獅

子
」
な
ど
の
雪
形
が
あ
る
北
ア
ル
プ

ス
方
面
を
バ
ス
で
訪
れ
ま
す

■
日
時　

5
月
11
日
（
日
）

午
前
8
時
20
分
～
午
後
４
時

■
コ
ー
ス　

田
淵
行
男
記
念
館
（
8

時
20
分
）
～
大
町
山
岳
博
物
館
～

姫
川
源
流
～
昼
食
～
落
倉
自
然
園

～
貞
鱗
寺
～
田
淵
行
男
記
念
館（
16
時
）

■
講
師　

飯
沼 

冬
彦
さ
ん
（
市
文

　

化
財
保
護
審
議
会
委
員
）

■
定
員　

28
人

■
受
講
料　

２
、２
０
０
円
（
受
講

　

料
、昼
食
代
、入
館
料
、保
険
料
な
ど
）

※
別
に
バ
ス
代
の
実
費
負
担
を
お
願

　

い
し
ま
す
。

■
申
し
込
み　

4
月
30
日（
水
）～
5

月
7
日（
水
）ま
で
に
、
受
講
料
を

添
え
て
田
淵
行
男
記
念
館
窓
口
ま

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い（
先
着
順
）

問
田
淵
行
男
記
念
館
（

�・
72
・
９

　

９
６
４
）

ＡＪＣあづみのジュニアコーラス

幅谷恵理さん

唱
歌
早
春
賦
は
、
大
分
出
身
の
作

詞
家
・
吉
丸
一
昌
が
春
を
待
つ
安
曇

野
を
う
た
っ
た
も
の
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
早
春
賦
音
楽
祭
は
１
９
８
５

年
か
ら
開
催
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

音
楽
を
愛
す
る
人
々
に
よ
っ
て
「
早

春
賦
の
心
」
は
年
々
広
が
っ
て
い
ま

す
。こ
の
季
節
に
あ
わ
せ
、市
内
で
さ

ま
ざ
ま
な
音
楽
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

４
月
29
日
（
火
）

◇
第
25
回
早
春
賦
ま
つ
り
◇

　

春
ら
ん
ま
ん
の
安
曇
野
で
、
清
ら

か
な
合
唱
・
合
奏
を
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

■
時
間　

午
前
11
時
～

■
場
所　

穂
高
川
右
岸
早
春
賦
碑
前

■
主
催　

早
春
賦
ま
つ
り
実
行
委
員
会

問
商
工
観
光
課
観
光
振
興
担
当
係

　
（
77
・
３
１
１
１ 

�

77
・
６
０
６
０
）

◇
第
７
回
早
春
賦
ま
つ
り
コ
ン
サ
ー
ト
◇

■
時
間　

午
後
1
時
30
分
～

■
場
所　

あ
づ
み
野
コ
ン
サ
ー
ト
ホ

ー
ル
（

�

82
・
６
４
１
９ 

�

82
・

９
４
１
９
）

■
主
催　

あ
づ
み
野
コ
ン
サ
ー
ト
ホ

ー
ル
・
早
春
賦
愛
唱
会

※
参
加
料
・
入
場
料
無
料

５
月
４
日
（
日
）

◇
第
４
回
あ
づ
み
の
公
園
早
春
賦
音
楽
祭
◇

公
園
内
に
は
音
楽
ス
テ
ー
ジ
が
た

く
さ
ん
！
ア
ル
プ
ス
の
す
そ
野
で
、

春
の
訪
れ
を
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
時
間　

午
前
10
時
～
午
後
4
時

■
場
所　

国
営
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の

公
園

※
当
日
入
園
無
料
・
雨
天
決
行

■
内
容　

音
楽
フ
リ
ー
広
場
（
公
募

ス
テ
ー
ジ
）
／
あ
づ
み
の
ジ
ュ

ニ
ア
コ
ー
ラ
ス
／
楽
し
く
踊
ろ

う
！
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
／
小
中

重
唱
コ
ン
ク
ー
ル
優
秀
団
体
演

奏
／
わ
ら
べ
歌
広
場　

ほ
か

■
特
別
ゲ
ス
ト　

チ
ェ
リ
ッ
シ
ュ　

　
（
Ｆ
Ｍ
長
野
公
開
録
音
）

■
主
催　

あ
づ
み
の
公
園
早
春
賦
音

　

楽
祭
実
行
委
員
会

問
文
化
課
（

�

62
・
３
０
０
１ 

�

62
・

　

３
５
２
５
・
代
）

春
・
安
曇
野
は
早
春
賦
が
い
っ
ぱ
い

春
の
早
春
賦
関
連
行
事

豊
科
近
代
美
術
館

音
に
恋
し
た
美
術
展
コ
ン
サ
ー
ト

縦長の大きな漆パネル作品です。髙橋作品では、黒漆塗りの画面に、金の線の文様
が表され、光沢のある貝殻や真珠、サンゴなどがちりばめられている平面作品が非
常に多いのですが、この作品のように、朱漆が全面に塗られ文様が黒漆で表されて
いるものはまれです。主題は「古代」ですが、縄文時代の遺跡から、土器やくしに
朱漆を塗ったものが出土していますので、同じ朱漆を象徴的に用いたと考えられま
す。髙橋さんは幼少時代に穂高地区の遺跡でよく遊んだそうです。その時に、あこ
がれをもって思い描いた古代世界のイメージが、後に作品の中に表されたのです。
問安曇野髙橋節郎記念美術館（ 81・3030 82・0551）

髙橋節郎 寄贈作品　　古代からのメッセージ　1999 年制作

田
淵
行
男
記
念
館

雪
形
探
訪 

北
ア
ル
プ
ス
編

早春賦まつり

手仕事家きち兵衛


